
１  特　別　職

報  酬 給  料 期末手当

長　　　　　等

議　　　　  員

その他の特別職

計

長　　　　　等

議　　　　  員

その他の特別職

計

長　　　　　等

議　　　　  員

その他の特別職

計

本年度

前年度

比　較

給　与　費　明　細　書

区　　　　分
職員数
(人)

給　　　与　　　費

－ 292 －



特　 別　 職
給与費明細書

(単位：千円)

その他の手当 計

△ 10 △ 48

△ 2,066

△ 2,249 △ 1,559

△ 2 △ 4,363

合　計 備　考共 済 費
給    与    費

－ 293 －－ 292 －



一般(1)

２  一　般　職

(１)　総括

※（１）総括は、「ア　会計年度任用職員以外の職員」と「イ　会計年度任用職員」の合計である。

比　較 △ 3,151 △ 10,157 △ 197

前年度

管理職特別
勤 務 手 当

 職員手当の内訳

区　分 扶養手当 管理職手当
時間外勤務
手 当

特 殊 勤 務
手 当

本年度

比  　較 △ 2,976

前 年 度

本 年 度

区　 分
職員数
(人)

給　　　与　　　費

報　　酬 給　　料 職員手当 計

－ 294 －



一般(2)

(単位：千円)

△ 1,021 △ 552△ 21

退職手当
単 身 赴 任
手 当

地域手当通勤手当 児童手当
期 末 勤 勉
手 当

住居手当

共　済　費 合　　計 備　　考

－ 295 －－ 294 －



一般(1)

　ア　会計年度任用職員以外の職員

※（　）内は短時間勤務職員数で、外数である。

比　較 △ 3,151 △ 10,157 △ 197

前年度

管理職特別
勤 務 手 当

 職員手当の内訳

区　分 扶養手当 管理職手当
時間外勤務
手 当

特 殊 勤 務
手 当

本年度

比  　較
(△2)

前 年 度

本 年 度

区　 分
職員数
(人)

給　　　与　　　費

報　　酬 給　　料 職員手当 計

－ 296 －



一般(2)

(単位：千円)

△ 721 △ 552△ 21

退職手当
単 身 赴 任
手 当

地域手当通勤手当 児童手当
期 末 勤 勉
手 当

住居手当

共　済　費 合　　計 備　　考

－ 297 －－ 296 －



一般(1)

　イ　会計年度任用職員

比　較 △ 300

本年度

　 である。

 職員手当の内訳

区　分
時間外勤務
手 当

特 殊 勤 務
手 当

期 末 勤 勉
手 当

通勤手当 児童手当

前年度

　 常時勤務を要する職を占める職員の一週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員数で、外数

比  　較 △ 2,976

※（　）内は、会計年度任用の職を占める職員であって、その一週間当たりの通常の勤務時間が

前 年 度

本 年 度

区　 分
職員数
(人)

給　　　与　　　費

報　　酬 給　　料 職員手当 計

－ 298 －



一般(2)

(単位：千円)

退職手当 地域手当

△ 3,747

共　済　費 合　　計 備　　考

－ 299 －－ 298 －



一般(3)(２)給料及び職員手当の増減額の明細　

　　ア　会計年度任用職員以外の職員　　

区　　分 増 減 額

給　　料 １

給与改定に伴う 給与改定前給料総額×

増減分 給与改定率

２

昇給に伴う増加 普通昇給前給料総額×

分 平均昇給率

３

その他の増減分 △ 29,815

職員手当 １

制度改正に伴う 時間外勤務手当

増減分 期末勤勉手当

退職手当

２

その他の増減分 扶養手当

管理職手当 △ 3,151

時間外勤務手当 △ 14,349

特殊勤務手当 △ 197

期末勤勉手当

住居手当 △ 21

通勤手当

児童手当 △ 721

退職手当

単身赴任手当 △ 552

新陳代謝及び異動等による
増減分

増減事由別内訳 説　　　　　明

－ 300 －



一般(4)

　○給与改定の状況

区分 給与改定率

本年度 ％

前年度 3.07％

平均昇給率　　　1.928％

　○職員数の異動状況

区　分 職員数(人) その他(人) 計(人)

本年度

前年度

増　減 △ 2 △ 1

　○期末勤勉手当の支給率

年間支給率 4.6月分　→　4.65月分 （0.05月増）

令和　7年 4月 1日

(単位：千円)

備　　　　　　　　　　　　考

給与改定実施時期

令和　 年  月  日

－ 301 －－ 300 －



一般(5)

(３)会計年度任用職員以外の職員における給料及び職員手当の状況

 ア　職員１人当たり給与

行 政 職 技能労務職

 イ　初任給

行政職(一) 行政職(二)

高校卒

大学卒 －

行政職(円) 技能労務職(円)

国の制度(円)

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

平均年齢(歳)

区　分

区　　　　分

令和　８　年
１月１日現在

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

平均年齢(歳)

令和　７　年
１月１日現在

－ 302 －



一般(6)

 ウ　級別職員数

７級 ４級

６級 ３級

５級 ２級

４級 １級

３級

２級

１級

計 計

７級 ４級

６級 ３級

５級 ２級

４級 １級

３級

２級

１級

計 計

※（　）内は再任用職員数で、外数である。

令和　７　年
１月１日現在

区　　分

行　政　職 技能労務職

級
職員数
(人)

構成比
(％)

級
職員数
(人)

構成比
(％)

令和　８　年
１月１日現在

一般(5)

(３)会計年度任用職員以外の職員における給料及び職員手当の状況

 ア　職員１人当たり給与

行 政 職 技能労務職

 イ　初任給

行政職(一) 行政職(二)

高校卒

大学卒 －

行政職(円) 技能労務職(円)

国の制度(円)

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

平均年齢(歳)

区　分

区　　　　分

令和　８　年
１月１日現在

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

平均年齢(歳)

令和　７　年
１月１日現在

－ 303 －－ 302 －



一般(7)

(級別の基準となる職務)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(％)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(％)

オ　期末手当・勤勉手当

※（　）内は再任用職員に係る支給率である。

国の制度 有

前 年 度 有

支給率計 職制上の段階、職務の級
等による加算措置

前
年
度

職　員　数　(A)

昇給に係る職員数(B)

号給数別内訳

 備　考 
6月(月分) 12月(月分) (月分)

本 年 度 有

8号給

その他

6号給

比 率 (B) / (A)

区　分
支 給 期 別 支 給 率

4号給

4号給

2号給

号給数別内訳

2号給

6号給

その他

比 率 (B) / (A)

8号給

区　　　分 合　計
代 表 的 な 職 種

行 政 職 技能労務職

本
年
度

職　員　数　(A)

昇給に係る職員数(B)

３級 ２級 １級

 副主査の職務
 又は相当職

 高度の知識又は経験を必要とする
 職員の職務又は相当職

 定型的な業務を行う職員の職務
 又は相当職

 係長・主査の職務
 又は相当職

エ　昇給

区　分 ７級 ６級 ５級 ４級

行政職
 部長の職務又は
 相当職

 課長の職務又は
 相当職

 副課長の職務
 又は相当職

－ 304 －



一般(8)

カ　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

キ　特殊勤務手当

ク　その他の手当

※（　）内は再任用職員に係る支給率である。

 交通用具使用者
    ‥市域が広いため異なる

支給対象者　12,000円を超える家賃支払者
支給限度額　27,000円

通勤手当

住居手当 異 　な 　る

 交通機関利用者
   ‥全額支給限度額同じ

交通用具使用者
支給限度額が52,000円（国は66,400円）であ
ること

代表的な特殊勤務手当の名称

支給対象職員の比率(％)
(令和８年１月１日現在)

差　異　の　内　容

扶養手当 同　　　　じ

区   分 国の制度との異同

社会福祉事務従事職員の特殊勤務手当、
市税等徴収事務従事職員の特殊勤務手当

区　　　　分 全 職 種
代 表 的 な 職 種

行 政 職

　給料総額に対する比率(％)

定年前早期
退職特例措置
(2～45%加算)

定年前早期
退職特例措置
(2～20%加算)

国の制度

者（月分） 者（月分） 者（月分） (月分） 加算措置等

支給率等

(支給率等)

20年勤続の 25年勤続の 35年勤続の 最高限度 その他の
備 　　考区　分

－ 305 －－ 304 －


